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はじめに 

 

土壌は、母材である岩石が風化した後に地形、気象、植生、動物、微生物などの

影響を受け、生成している。そして、農地として利用するためには、作物が必要と

する養分や水分をバランス良く十分に供給できるような能力、すなわち地力を高め、

良い状態に保つための「土づくり」が必要となる。 

しかし、近年、水田では堆肥施用量が減少し、畑では過度な堆肥や化学肥料の施

用による養分の過剰集積や塩基バランスが悪化するなど、土壌に関する諸問題が顕

在化してきた。これらの問題は、土壌の持つ様々な機能を持続的に維持することに、

近い将来、支障をきたすことを示唆している。 

今後、環境保全型農業の普及を図る上で、土壌診断結果に基づいて合理的に土づ

くりを行うことは極めて重要であり、将来的に、県産農産物の生産安定と品質向上

に寄与する。そのためには、指導者が適切な手法で土壌診断を実施し、その結果を

もとに農家に対して合理的な土づくりの指導を行うことが重要である。 

本手引きは、健全な土づくりを推進するための指導者向け技術資料として作成し

た。最近の研究成果を盛り込みながら、土壌診断の方法から土づくりの実際まで、

解りやすい内容にまとめているので、指導者を通じて農家が健全な土づくりに取り

組めるよう、本手引きを活用していただきたい。 
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